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【中学校３年生 理科】 

目標値55.7％ 市平均正答率56.8％  ＜２年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 
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仙台市平均正答率 目標値 (%)

 

 ※目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

３ （１） 
 化学変化と物質

の質量 

表をもとに加熱前の銅の質量と加熱後の物質の質量の関係のグ

ラフをかくことができる。 

問題 

 実験１の表をもとに，加熱前の銅の質量と加熱後の物質の質量の関係を，図２のグラフに表しなさい。 

実験１の表 

加熱前の銅の質量〔ｇ〕 0 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 

加熱後の物質の質量〔ｇ〕 0 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果  ●：課題） 

①「生物と細胞」では，目標値を 7.9ポイント上回っている。 

②「動物のからだのつくりとはたらき」では，目標値を 5.7ポイント上回っている。 

③「動物の分類・生物の変遷と進化」では，目標値を5.5ポイント上回っている。 

❶「化学変化と物質の質量」では，加熱前後の物質の質量の関係をグラフに表す設問で，目標値を 20.8ポイ

ント下回っており，作図についての課題があると考えられる。 

❷「電流と磁界」では，目標値を 9.2ポイント下回っている。電流，磁界，力の向きの関係についての定着に

課題が見られる。 

分析結果 

指導改善の方策 



167 

 

正答（正答率 19.2％） 誤答（誤答率 72.6％ 無解答率 8.2％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロットを６点打点しているが，線がかかれていないもの…0.1％ 

プロットに誤りがあるもの…60.3％ 

上記以外の解答…12.2％ 

 

２ 指導改善に向けて 

正しいグラフのかき方を定着させるために 

この設問では，データをもとに比例のグラフを正しくかくことができるかが問われている。誤答ではプロ

ットに誤りがあるものが 60.3％と多くなっている。プロットの難易度を考えると，原点（0, 0）のプロット

忘れが誤答の多くを占めたと考えられる。 

指導に当たっては，実験データをグラフ化する正しい手順を示すと共に，（0, 0）がデータとして重要で

あることや，データの誤差を踏まえて線をかくことなどを理解させる必要がある。 
 

３ 改善事例 「グラフのかき方」 

１ 指導のねらい 

  ３年間の理科の学習を通して，正しいグラフのかき方を定着させる。 
 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）実験結果を表にまとめさせ，方眼だけが印刷されたグラフ用紙を配布する。 

（２）データをグラフに表すために，横軸と縦軸の量を何にすべきか考えさせる。基準とした量（変化さ

せた量）と測定した量（変化した量）に着目させる。 

（３）最大値を確認させ，等間隔に適切な目盛りを記入させる。 

（４）すべてのデータをプロットさせる。このときに，比例のグラフは必ず原点を通ることを確認し， 

（0, 0）のデータがある場合，特に重要なデータであることを説明する。 

（５）プロットした点の配置から，直線と曲線のどちらのグラフになるか判断させる。 

（６）実験結果には誤差が含まれるため，プロットした点を直線でつないで折れ線グラフにするのではな

いことを理解させた上で，すべての点の近くを通るように，直線，または，なめらかな曲線を引かせ

る。線をグラフエリアの端までのばしきるようにさせる。 
 

※ 正しいグラフのかき方を定着させるためには，実際のデータを使って繰り返し作図させる必要があ

る。グラフを利用できる実験において，作図の時間を十分に確保して指導することが望まれる。 

※ 指導の場面として，１年「物質の沸点」，「フックの法則」，２年「物質が化合するときの質量の割

合」，「オームの法則」，３年「物体の運動」などの実験が考えられる。 
 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

７ （１） 電流と磁界 Ｕ字形磁石の磁界の向きと，電流による磁界の向きを指摘できる。 

問題 

 実験の②で，Ｕ字形磁石の磁界の向きは，図２のア，イのどちらですか。 

また，アルミニウムはくを流れる電流による磁界の向きは，図２のウ，エの 

どちらですか。次の１～４から正しい組み合わせを１つ選びなさい。 

 

 １ Ｕ字形磁石の磁界の向き…ア，電流による磁界の向き…ウ 

 ２ Ｕ字形磁石の磁界の向き…ア，電流による磁界の向き…エ 

３ Ｕ字形磁石の磁界の向き…イ，電流による磁界の向き…ウ 

４ Ｕ字形磁石の磁界の向き…イ，電流による磁界の向き…エ 
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正答（正答率 33.6％） 誤答（誤答率 65.8％ 無解答率 0.6％） 

４ １…15.5％  ２…16.4％  ３…33.9％ 

 

設問番号 領域 出題のねらい 

７ （２） 電流と磁界 
電流を逆に流したときと，Ｕ字形磁石の磁界の向きを逆にしたと

きのアルミニウムはくの動く向きを指摘できる。 

問題 

図３と図４は，それぞれ実験の③と④のアルミニウムはくのようすを表したものです。図３と図４のアル

ミニウムはくは，それぞれどのように動きますか。あとの１～４から正しい組み合わせを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           １ 図３（実験の③）…ａ，図４（実験の④）…ａ 

           ２ 図３（実験の③）…ａ，図４（実験の④）…ｂ 

           ３ 図３（実験の③）…ｂ，図４（実験の④）…ａ 

           ４ 図３（実験の③）…ｂ，図４（実験の④）…ｂ 

 

正答（正答率 31.5%） 誤答（誤答率 67.5% 無解答率 1.0%） 

４ １…11.9%  ２…27.6%  ３…28.0% 

 

２ 指導改善に向けて 

電流の向きと磁界の向き，電流が流れている導線が受ける力の向きを立体的に把握させるために 

これらの設問では，Ｕ字形磁石がつくる磁界の向きや，電流が流れる導線のまわりの磁界の様子，さらに，

電流が流れる導線が磁界の中で受ける力の向きを正しく理解しているかが問われている。誤答には，導線の

役割を担ったアルミニウムはくのまわりにできる磁界の向きを反対向きに考えているものが多かった。ま

た，電流が流れる導線が磁界の中で受ける力の向きについては，誤答のばらつきが見られ，磁界の中で受け

る力の向きに関する知識の定着が図られていないことがうかがえる。 

 「電流と磁界」の題材では，電流の向きや磁界の向き，力の向きを立体的に捉えさせることが重要である。

教科書や理科資料の写真や図，映像資料などを用いることで生徒の理解を助けられるが，これらは立体を平

面で表現しているため，教材として完全と言えない点がある。そこで，観察・実験を通して現象を立体的に

捉えさせた上で，図や映像を利用することが重要となる。 

 

３ 改善事例 「電流と磁界」 

１ 指導のねらい 

磁石がつくる磁界，電流がつくる磁界，電流が磁界の中で受ける力について，立体的に捉えさせる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）磁石がつくる磁界の学習 

・厚紙に磁石をのせ，鉄粉やマグチップ，方位磁針を使って，磁石のまわりの磁界を捉えさせる（平

面的な理解）。 
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   ・「磁界」が空間を指す言葉であり，立体的に捉える必要があることを説明する。 

   ・磁力の強い磁石に短く切ったモールをたくさんつけることで，モールが立ち上がる様子などを観察

させる（立体的な理解）。 

   ・グリセリンやサラダ油に鉄粉を混ぜたものを用意し，棒磁石やＵ字形磁石を近づけて磁界の様子を

観察させる（立体的な理解）。 

   ・磁石がつくる磁界の様子を，磁力線を用いてノートに書かせる。このとき，空間の一部分を取り出

して，平面にまとめることを説明し，教科書などの図もこの方法によるものであることを伝える。 

（２）電流がつくる磁界の学習 

   ・コイルを流れる電流がつくる磁界の実験を行う（平面的な理解）。 

   ・実験の結果をしっかり捉えさせた上で，１本の導線に電流を流したときの磁界の様子を次のような

教具を作成して説明する。 

 

   ・自作教具を使って，１本の導線がつくる磁界の向きが，見る側によって時計回りになったり，反時

計回りになったりすることなど，基本的な空間の見方，考え方を説明した上で，右ねじの法則を教

える。 

・コイルがつくる磁界は１本の導線がつくる磁界が束になったものであることや，コイルの一部分に

着目すると１本の導線がつくる磁界と同じになっていることに気付かせる（立体的な理解）。 

（３）電流が磁界の中で受ける力の学習 

   ・実験を行うときに，各班に自作教具を与えて考察の助けとする。 

   ・電流が流れる導線が受ける力が，二つの磁界の重なりで磁界の強い方から弱い方にはたらくことを，

自作教具を使って説明する。 

   ・実験結果を自作教具やフレミングの左手の法則を使って再度検証させる。 

   ・コイル式のモーターやリニヤモーターを例に，自作教具を使って，電流，磁界，力の向きの関係に

ついて習熟させる。 

※「電流と磁界」の学習全体を通して，生徒に立体的に捉えることを意識させる。 

 

＜自作教具の例（作り方）＞ 

厚紙やラミネーターを利用して，円状の磁界を示 

す円盤を作成する。 

割りばしなどの棒を円盤の中央にさす。 

棒に矢印を貼り付けることで電流の向きとし，円 

盤を磁界の向きとする。 

矢印の色は，板書や教科書の図と同じにする。 

※この教具を電流がつくる磁界のモデルとしてこの後の授業で活用する。 


